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レタスの朝穫りが最盛期を迎える８月、赤谷地
区赤城林間学園付近の畑では、農業経営法人㈲ノ
ームランド（ 橋宣明取締役）の皆さんが、発電
機の音が響く中、投光器に照らされたみずみずし
いレタスの収穫に汗を流していました。（関連は２
～３ページ）
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昭
和
村
の
夏

朝
穫
り
レ
タ
ス
の
夏

夏
、
昭
和
村
の
朝
は
早
い
。

に
わ
と
り
も
寝
静
ま
る
午
前
二
時
半
、
発

電
機
の
エ
ン
ジ
ン
音
や
投
光
器
の
光
が
村
の

朝
を
告
げ
る
。

夏
の
風
物
詩
、「
朝
穫
り
レ
タ
ス
」
の
収

穫
だ
。

６
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
、
村
で
は
高
原

野
菜
の
収
穫
が
最
盛
期
を
迎
え
る
。

赤
城
山
の
西
北
ろ
く
、
標
高
500
〜
800
メ
ー

ト
ル
に
か
け
て
緩
や
か
な
傾
斜
地
が
広
が
る

準
高
原
地
帯
で
は
、そ
の
特
性
を
活
か
し
て
、

数
々
の
高
原
野
菜
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
。

中
で
も
レ
タ
ス
の
収
穫
量
は
19
、
５
０
０

ト
ン
、
出
荷
量
は
18
、
６
０
０
ト
ン
と
、
と

も
に
群
馬
県
全
体
の
お
よ
そ
60
％
（
県
全
体

の
総
収
穫
量
33
、
２
０
０
ト
ン
、
総
出
荷
量

31
、
５
０
０
ト
ン
）
を
占
め
、
二
位
の
沼
田

市
（
収
穫
量
７
、
３
６
０
ト
ン
、
出
荷
量
７
、

０
６
０
ト
ン
）
を
大
き
く
引
き
離
し
県
下
随

一
を
誇
る
。（
Ｈ
18
〜
Ｈ
19

第
54
次
群
馬

農
林
水
産
統
計
年
報
調
べ
）

そ
の
日
の
う
ち
に
首
都
圏
の
ス
ー
パ
ー
や

デ
パ
ー
ト
を
に
ぎ
わ
す
「
朝
穫
り
レ
タ
ス
」。

収
穫
は
、
時
間
と
温
度
と
の
勝
負
だ
。

暑
さ
に
弱
い
レ
タ
ス
は
、
夏
の
強
い
日
差

し
は
大
敵
。
収
穫
時
間
も
お
よ
そ
三
時
間
か

ら
四
時
間
。
日
の
出
前
に
は
収
穫
作
業
を
終

え
、
出
荷
す
る
。

収
穫
さ
れ
た
レ
タ
ス
は
、
鮮
度
を
保
持
す

る
た
め
の
予
冷
、
保
冷
車
輸
送
の
コ
ー
ル
ド

チ
ェ
ー
ン
が
確
立
さ
れ
、
出
荷
さ
れ
る
半
分

以
上
が
コ
ン
テ
ナ
に
よ
る
契
約
取
引
。
加

工
・
業
務
向
け
の
ほ
か
、
大
手
ス
ー
パ
ー
な

2
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㈲ノームランドではこの日、八人で収穫
作業を行う。投光器の照らす光の中、収穫
したレタスを手際よくコンテナに詰めてい
く。

▼

▲

▲

▲

暗い手元を照らすのは
頭に付けたヘッドライト。
レタスは長時間屈んだま
まの状態で収穫する。こ
の日の収穫はコンテナ段
ボール合わせて320ケー
ス。大変な作業が続く。

午前三時、投光器の
光がみずみずしいレタ
スの葉を照らす。

夜明け前、レタスは
暑さに弱いため、段ボ
ール詰めされたレタス
は素早くトラックへ。

レタスを手早く段ボールに詰める　橋さんレタスを手早く段ボールに詰める　橋さんレタスを手早く段ボールに詰める　橋さんレタスを手早く段ボールに詰める　橋さんレタスを手早く段ボールに詰める　橋さんレタスを手早く段ボールに詰める　橋さんレタスを手早く段ボールに詰める　橋さんレタスを手早く段ボールに詰める　橋さんレタスを手早く段ボールに詰める　橋さんレタスを手早く段ボールに詰める　橋さんレタスを手早く段ボールに詰める　橋さんレタスを手早く段ボールに詰める　橋さんレタスを手早く段ボールに詰める　橋さんレタスを手早く段ボールに詰める　橋さんレタスを手早く段ボールに詰める　橋さんレタスを手早く段ボールに詰める　橋さんレタスを手早く段ボールに詰める　橋さん

農業経営法人㈲ノームランド
取締役 橋 宣 明さん（赤谷）

レタスのほか、ほうれんそう、小松菜、
ブロッコリーなどの露地野菜を中心に生産して
います。
「開拓魂」をモットーに、生命の源であ

る大地と自然に感謝と誇りを持ち、会社と
関わりのある人たちが幸せになれるように
農業という産業を魅力あるものにしていき
たいですね。

この人の畑に
おじゃましました

ど
で
販
売
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
村
の
「
朝
穫
り
レ
タ
ス
」
は
、
レ
タ

ス
農
家
の
汗
と
誇
り
の
結
晶
だ
。

投光器の光に浮かび上がる「朝穫りレタス」の収穫の様子
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夏
だ
！

祭
り
だ
！

お
み
こ
し
だ
！！

７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
村
内
各
地
区
で
夏
ま
つ
り
が
行
わ
れ
、
大
人
み
こ
し
４
基
、
子

ど
も
み
こ
し
11
基
、
合
わ
せ
て
15
基
の
み
こ
し
が
村
内
各
地
区
内
を
渡
御
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地

区
を
威
勢
よ
く
練
り
歩
い
た
み
こ
し
は
、
集
ま
っ
た
沿
道
の
人
々
に
夏
の
訪
れ
を
告
げ
ま
し
た
。



5



6



7



8

不 動 産 を 公 売 し ま す
村税の滞納処分として差し押さえた不動産を入札により公売(売却)します。

※詳細については、役場税務課(内線20)にお問い
合わせいただくか、役場ホームページ（ht t
p://www.vill.showa.gunma.jp/）でご確認くだ
さい。

公　　売　　物　　件

■日　時　　平成２０年１１月２６日（水） 午前９時３０分～（受付開始時間）

■場　所　　昭和村役場２階　第二会議室

不動産の種類 土地
所　　　在 利根郡昭和村大字森下関屋ノ上2109番1
地　　　目 畑
地　　　積 計　885㎡
公売保証金 90,000円
見積価額（最低公売価額） 833,000円

公売物件１

不動産の種類 土地
所　　　在 利根郡昭和村大字森下関屋ノ上2082番1
地　　　目 畑
地　　　積 計　480㎡
公売保証金 50,000円
見積価額（最低公売価額） 471,000円

公売物件２

不動産の種類 土地
所　　　在 利根郡昭和村大字赤城原字松之木平1268番3
地　　　目 畑
地　　　積 計　574㎡
公売保証金 40,000円
見積価額（最低公売価額） 399,000円

公売物件３

■注意事項
●入札には原則としてどなたでも参加できますが、下記物件は農地のため農業委員会から交付された
「買受適格証明書」が必要となります。
●「買受適格証明書」の交付申請にあたっては、申請期間の指定があり、申請から交付までにおおむね
２か月を要しますので、ご注意ください。
●「買受適格証明書」のお問い合わせは農業委員会事務局（産業課内） 1２４－５１１１（内線28）
まで。

●上記不動産の表示は、登記簿上の表示です。
●直前に公売を中止することがありますので、入札に参加する際には事前にお問い合わせください。

■問い合わせ 税務課　1２４－５１１１（内線20）

自主財源である村税は非常に重要な財源です。納税の公平性を保つため村税などの徴収強化を進めます。
電話催告や徴収訪問などを行っても、納税に誠意がみられない滞納者については、次の内容で取り組みま
す。
●預貯金･不動産･動産（自動車・オートバイ）等の差押えの執行
●勤務先に対する給与の照会及び差押えの執行
●取引先に対する売掛金の照会及び同債権差押えの執行
●地方税法第48条の規程（村に代わって県税事務所が個人県民税の徴収及び滞納処分を実施できる）に
基づく徴収の引継ぎを実施

～村税等の徴収強化を進めます～
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平
成
23
年
７
月
24
日
の
ア
ナ
ロ

グ
テ
レ
ビ
放
送
の
終
了
を
受
け

て
、
前
橋
（
榛
名
二
ツ
岳
）
中
継

局
で
は
平
成
16
年
12
月
か
ら
、
利

根
沼
田
地
域
で
は
平
成
18
年
12
月

か
ら
沼
田
（
大
峰
山
）
中
継
局
で

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
送
信
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
完
全
移

行
す
る
と
、
今
ま
で
の
ア
ナ
ロ
グ

チ
ュ
ー
ナ
ー
内
蔵
テ
レ
ビ
で
は
、

映
像
を
受
信
す
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
完
全
移
行
と
な
る

平
成
23
年
（
２
０
１
１
年
）
７
月

24
日
ま
で
に
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
の
視
聴
対
策
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
す

る
た
め
に
は
、
次
の
２
つ
の
方
法

が
あ
り
ま
す
。

１
　
テ
レ
ビ
を
買
い
替
え
る

現
在
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
を
使
っ

て
い
る
人
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ

レ
ビ
に
買
い
替
え
る
こ
と
で
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

２
　
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
を

買
い
足
す

現
在
使
用
し
て
い
る
ア
ナ
ロ
グ

テ
レ
ビ
を
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
場

合
は
、
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
や

デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
内
蔵
の
録

画
機
器
を
買
い
足
す
こ
と
で
視
聴

で
き
ま
す
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
詳
し
い

お
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
省
地
上

デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
受

信
相
談
セ
ン
タ
ー
　
1
０
５
７

０
―
０
７
―
０
１
０
１
ま
で
。

受
付
時
間
は
　
▽
平
日：

午
前

９
時
〜
午
後
９
時
、
▽
土
日
祝
祭

日：

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

家
族
に
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」

が
届
い
た
ら
、
過
去
の
職
歴
に
つ

い
て
一
緒
に
記
憶
を
た
ど
っ
て
み

る
な
ど
、
多
く
の
方
か
ら
回
答
い

た
だ
け
る
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。（
ご
家
族
で
も
一
人

ひ
と
り
に
届
く
時
期
は
異
な
り
ま

す
。）３

月
ま
で
に
青
色
の
封
筒
で

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
が
届
い
た

方
は
、
年
金
記
録
に
も
れ
が
あ
る

可
能
性
が
高
い
方
で
す
。

●
ま
だ
回
答
し
て
い
な
い
場
合

は
、
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
ま
ず
は
、
ね
ん
き
ん
特
別
便
ダ

イ
ヤ
ル
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。「
も

れ
」
や
「
間
違
い
」
に
結
び
つ
く

可
能
性
の
あ
る
記
録
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
に
関
す

る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
ね
ん
き
ん

特
別
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
　
1
０
５

７
０
―
０
５
８
―
５
５
５
ま
で
。

受
付
時
間
▽
月
〜
金
曜
日：

午
前

９
時
〜
午
後
８
時
、
▽
第
二
土
曜

日：

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
IP
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

1
０
３
―
６
７
０
０
―
１
１
４
４

お 知 ら せ

平
成
13
年
の
電
波
法
改
正
に
と
も
な
い
、
テ
レ
ビ
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
３
年
後
の
平

成
23
年
（
２
０
１
１
年
）
７
月
24
日
ま
で
に
終
了
し
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
完
全
移

行
し
ま
す
。

平
成
23
年
７
月
24
日
ま
で
に
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
終
了

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
完
全
移
行
し
ま
す

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
完
全
移
行
し
ま
す

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
完
全
移
行
し
ま
す

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
完
全
移
行
し
ま
す

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
完
全
移
行
し
ま
す

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
完
全
移
行
し
ま
す

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
完
全
移
行
し
ま
す

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
完
全
移
行
し
ま
す

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
完
全
移
行
し
ま
す

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
完
全
移
行
し
ま
す

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
完
全
移
行
し
ま
す

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
完
全
移
行
し
ま
す

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
完
全
移
行
し
ま
す

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
完
全
移
行
し
ま
す

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
完
全
移
行
し
ま
す

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
完
全
移
行
し
ま
す

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
完
全
移
行
し
ま
す

始
ま
っ
て
い
ま
す

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

始
ま
っ
て
い
ま
す

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

始
ま
っ
て
い
ま
す

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

始
ま
っ
て
い
ま
す

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

始
ま
っ
て
い
ま
す

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

始
ま
っ
て
い
ま
す

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

始
ま
っ
て
い
ま
す

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

始
ま
っ
て
い
ま
す

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

始
ま
っ
て
い
ま
す

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

始
ま
っ
て
い
ま
す

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

始
ま
っ
て
い
ま
す

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

始
ま
っ
て
い
ま
す

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

始
ま
っ
て
い
ま
す

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

始
ま
っ
て
い
ま
す

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

始
ま
っ
て
い
ま
す

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

始
ま
っ
て
い
ま
す

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

始
ま
っ
て
い
ま
す

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

詳
し
く
は

詳
し
く
は

詳
し
く
は

詳
し
く
は

詳
し
く
は

詳
し
く
は

詳
し
く
は

詳
し
く
は

詳
し
く
は

詳
し
く
は

詳
し
く
は

詳
し
く
は

詳
し
く
は

詳
し
く
は

詳
し
く
は

詳
し
く
は

詳
し
く
は

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を

視
聴
す
る
た
め
に
は

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を

視
聴
す
る
た
め
に
は

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を

視
聴
す
る
た
め
に
は

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を

視
聴
す
る
た
め
に
は

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を

視
聴
す
る
た
め
に
は

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を

視
聴
す
る
た
め
に
は

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を

視
聴
す
る
た
め
に
は

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を

視
聴
す
る
た
め
に
は

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を

視
聴
す
る
た
め
に
は

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を

視
聴
す
る
た
め
に
は

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を

視
聴
す
る
た
め
に
は

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を

視
聴
す
る
た
め
に
は

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を

視
聴
す
る
た
め
に
は

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を

視
聴
す
る
た
め
に
は

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を

視
聴
す
る
た
め
に
は

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を

視
聴
す
る
た
め
に
は

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を

視
聴
す
る
た
め
に
は

・・知っていますか
地デジの
ロゴマーク

ロゴマーク

現在市販されてい
るテレビや録画機器
などで、地上デジタ
ル放送に対応してい
るかどうかを見分け
るには、このマーク
を目印にしてくださ
い。
詳しくは店頭でお

たずねください。

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」

年
金
記
録
の
確
認
に
ご
協
力
を

平
成
20
年
４
月
か
ら
す
べ
て
の
年
金
受
給
者
に
、
６

月
か
ら
加
入
者
の
皆
さ
ん
に
、「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
を

お
送
り
し
て
い
ま
す
。

ま
わ
り
の
方
に
も

呼
び
か
け
て
く
だ
さ
い

３
月
ま
で
に

青
色
の
封
筒
が
届
い
た
方
へ

ね
ん
き
ん
特
別
便

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
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３ 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
① 勤務時間、休憩時間の状況

始業時間

午前8時30分 午後5時15分 12時15分～13時

終業時刻
勤　務　時　間

休憩時間 閉　庁　日

土曜日及び日曜日、
祝日、年末年始

４ 職員の分限及び懲戒処分の状況
（単位：人）

処分内容

分限

処分

懲戒

処分

処分者数 処　分　事　由

区　分 対象職員数 平均取得日数 消 化 率
② 年次有給休暇の実施状況（平成19年1月1日～12月31日）
対象職員数
91人

平均取得日数
11.8日

消 化 率
29.4％

有給休暇

○選挙権その他公民としての権利の行使 ○証人、
鑑定人、参考人等として国会、裁判所、地方公共団
体の議会その他の官公署への出頭　○骨髄移植のた
めの骨髄液の提供　○社会貢献活動　○職員の結婚
○職員の出産　○職員が生後満1年に達しない子を
育てる場合　○職員の妻の出産　○産後8週間以内
の子または小学校就学前の子の育児参加　○小学校
就学前の子の看護　○職員の親族の死亡　○父母の
追悼のための特別な行事が行われる場合　○夏季休
暇　○地震、水害、火災その他の災害による職員の
現住居の滅失又は損壊　○地震、水害、火災その他
の災害又は交通機関の事故等により出勤することが
著しく困難な場合　○地震、水害、火災その他の災
害時において、出勤途上における身体の危険を回避
する場合　○その他村長が定める場合

無給休暇 ○介護休暇　○組合休暇

③ 特別休暇の種類

④ その他の休暇・育児休暇の取得状況 （単位：人）
区　分

18年度中に新規取得または
前年度より継続中の職員数

病気休暇

６

介護休暇

－

育児休暇

－

免　職
降　任
休　職
降　給
失　職
免　職
停　職
減　給
戒　告
訓告等

－
－
－
－
－
－
－
１
－
－

法令違反（道路交通法）

６ 職員の研修及び勤務成績の評定の状況
①職員研修の実施状況　　　　　　　　　　　（単位：人）
区　　分 受講者数 研　修　内　容　等

新規採用職員研修
一般職員研修
係 長 研 修
自 主 研 修
各種専門研修

１
３
２

６９
６

民間企業体験研修
ワークショップの企画・進め方の基礎

５ 職員の服務の状況
（単位：人）

区　　　分
命 令 に 従 う 義 務
信用失墜行為の禁止
秘 密 を 守 る 義 務
職務に専念する義務
政 治 的 行 為 の 制 限
争 議 行 為 等 の 禁 止
営利企業等の従事制限

－
－
－
－
－
－
－

違　反　者　数

７ 職員の福祉及び利益の保護の状況
① 福利厚生制度　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）
区　　分 受診者数 内　　　　　容

総 合 健 診
定 期 健 診
合 　 計

８６
８

９４

30歳以上の職員の健康診断
上記以外の職員の健康診断

② 公務災害補償制度　　　　　　　　　　　　（単位：件）
加　入　団　体 件　数

１ 蜂刺症

災害の概要
地方公務員災害補償基金
群 馬 県 支 部

８ 公平委員会に係る業務の状況
（単位：件）

内　　　　容 要求等件数
勤務条件に関する措置の要求
不利益処分に関する不服申立て
その他

－
－
－

１　実施機関別請求件数及び処理状況
（平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日） （平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日）

処　理　状　況
公　　開 部分公開 非 公 開 不 存 在

村
教 育 委 員 会
選 挙 管 理 委 員 会
公 平 委 員 会
監 査 委 員
農 業 委 員 会
固定資産評価審査委員会
議 会

平成19年度　昭和村情報公開制度の運用状況
これは、昭和村情報公開条例の規定に基づき公表するものです。

実　施　機　関 請求件数 取り下げ

２ ２

２　不服申立ての状況

実施機関 備考
－村

不服申立て件数

②勤務成績の評定の状況
本村では、勤務成績の評定制度を導入していません。
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平成19年度　昭和村人事行政の運営等の状況の公表
この公表は、昭和村人事行政の運営の実態について、お知らせするものです。

１ 職員の任免及び職員数に関する状況
①職員数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）

区　分

技能労務職
合　計

一般職
保健師
栄養士
保育士

一
般
行
政
職

６７
４
１

１０
１４
９６

－
－
－
－
２
２

－
－
－
１
－
１

６７
４
１

１１
１２
９５

平成19年度
当初職員数

平成19年度
退職者数

平成20年度
採用者数

平成20年度
当初職員数

２ 職員の給与の状況
① 1人当たりの支給額 (平成19年4月1日現在) 
区　分 平均年齢

一般行政職
技能労務職

42.1歳
50.0歳

平均給料月額
313,596円
292,036円

平均給与月額
350,578円
310,155円

④ ラスパイレス指数の状況
※ラスパイレス指数とは、国家公務員給与水準を100とした場合
の地方公務員の給与水準を表します。
区　分 平成19年度

一般行政職
全国地方公共団体平均98.5    群馬県内市町村平均97.8

94.7
平成18年度
93.9

平成17年度
93.5

平成16年度
91.7

③ 手当制度の状況
手　当　名 支　　　給　　　額　　　等

扶 養 手 当

通 勤 手 当

住 居 手 当
管 理 職 手 当

時 間 外 勤 務 手 当

休 日 勤 務 手 当

特 殊 勤 務 手 当

管 理 職 員 特 別 勤 務 手 当

宿 日 直 手 当

期 末 手 当

勤 勉 手 当

寒 冷 地 手 当

退 職 手 当

・配偶者s月13,000円
・その他s月 6,500円
但し、配偶者のない場合は扶養親族1人まで月11,000円
（被扶養者のうち15歳～22歳の者は5,000円加算）
・自動車等で通勤する場合（片道２km以上の通勤者）s通勤距離に応じ2,000円～24,500円
・交通機関等を利用して通勤する場合s通勤に要する運賃等の額（定期券代）
・借家等居住s家賃に応じて支給（5,400円上限）
・給料月額×役職に応じた支給率（8％～12％）
（正規の勤務時間を超えて勤務した職員に支給）
・勤務日における時間外勤務1時間につき当該職員の時間単価×1.25倍（深夜は1.5倍）
・週休日における時間外勤務1時間につき当該職員の時間単価×1.35倍（深夜は1.6倍）
（祝日及び年末年始の休日において勤務した職員に支給）
・勤務1時間につき当該職員の時間単価×1.35倍（深夜は1.6倍）
・伝染病防疫作業 日額350円
・死体等処置作業 日額450円
・課長　　　　　　　１回　7,500円
・参事、課長補佐　　１回　6,000円
・１回 4,200円
・ 6月期　1.4月分（特定幹部職員は1.2月分） ・職制上の段階、職務の級等による
・12月期　1.6月分（特定幹部職員は1.4月分） 加算措置あり（役職加算5～10％）
・ 6月期　0.75月分（特定幹部職員は0.95月分） ・職制上の段階、職務の級等による
・12月期　0.75月分（特定幹部職員は0.95月分） 加算措置あり（役職加算5～10％）
・世帯主である職員s扶養親族の有無に応じ10,200円～17,800円（5カ月間）
・その他の職員　7,360円（5カ月間）
・勤続20年 自己都合23.5月分　　勧奨・定年 30.55月分
・勤続25年 〃 33.5月分 〃 41.34月分
・勤続35年 〃 47.5月分 〃 59.28月分
・最高限度額 〃 59.28月分 〃 59.28月分
・その他定年前早期退職者特例措置あり

② 初任給基準
区　分

一般行政職
技能労務職

大学卒
172,200円

－

短大卒
152,700円

－

高校卒
144,500円
144,500円

⑤ 特別職の給与・報酬等の状況
区　　　　分 月　　　額 期末手当

給　料

報　酬

村　　　　長
副　村　長
教　育　長
議　　　　長
副　議　長
議会各委員長
議　　　　員

590,000円
471,000円
431,000円
226,000円
181,000円
171,000円
161,000円

６月期　2.1月分
12月期　2.3月分

（役職加算　20％）

区　分 対象職員数

② 採用試験の実施状況（単位：人）

試験区分
保育士試験

受験者数
17

合格者数
1

区　分 対象職員数

③ 職員数の推移　　　　　　　　　　　（単位：人）

平成20年度
95

平成19年度
96

平成18年度
99

平成17年度
101

平成16年度
104
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７
月

赤
城
高
原
農
業
観
光
協
会

（
後
藤
忠
彦
会
長
）
で
は
７
月

11
日
、
４
万
５
千
９
２
８
円
の

募
金
を
、
村
社
会
福
祉
協
議
会

へ
寄
附
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
４
月
29
日
に
行
わ

れ
た
「
昭
和
の
日
」
記
念
イ
ベ

ン
ト
で
、
同
協
会
が
来
場
者
に

呼
び
か
け
集
ま
っ
た
募
金
で
す
。

寄
附
に
訪
れ
た
後
藤
会
長
と

同
協
会
会
計
の
加
藤
　
さ
ん
は

「
イ
ベ
ン
ト
来
場
者
の
温
か
い

気
持
ち
で
す
。
ど
う
ぞ
福
祉
に

役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

寄附に訪れた後藤会長(中央)と加藤さん(右)

赤
城
高
原
農
業
観
光
協
会

が
集
め
た
募
金
寄
附

村
短
歌
会
「
昭
和
村
黒
土
短
歌
会
」
で
は
７

月
26
日
、
句
碑
の
除
幕
式
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
同
会
の
定
例
会
に
20
年
間
休
む
こ

と
な
く
指
導
に
あ
た
る
な
ど
、
村
の
文
化
振
興

に
貢
献
さ
れ
た
川
場
村
在
住
の
今
井
與
兵
衞
さ

ん
へ
の
感
謝
と
、
一
層
の
文
化
振
興
の
決
意
を

込
め
て
、句
碑
の
建
立
を
計
画
し
た
も
の
で
す
。

自
身
の
句
が
刻
ま
れ
た
句
碑
の
除
幕
に
当
た

っ
て
今
井
さ
ん
は
「
本
当
に
素
晴
ら
し
い
の
は

昭
和
村
黒
土
短
歌
会
の
皆
さ
ん
。
熱
心
に
聞
い

て
く
れ
る
の
で
、
私
は
皆
さ
ん
に
惹
か
れ
て
来

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

ま
た
、
同
会
の
諸
田
義
幸
会
長
は
、「
様
々

な
団
体
が
利
用
す
る
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

で
、
こ
の
句
碑
が
新
た
な
文
化
の
交
流
や
振
興

の
良
い
刺
激
に
な
れ
ば
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

文
化
振
興
へ
の
感
謝
と
決
意
込
め
句
碑
建
立

自身の句が彫り込まれた句碑を前にあいさつする今井與兵衛さん

クロールの泳ぎ方を教える伊藤さん（右）

大
河
原
小
学
校
で
は
７
月
17
日
、
ト
ッ
プ
ア

ス
リ
ー
ト
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
と
し
て
招
か
れ
た
の
は
、
元
ア
ト
ラ
ン

タ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
水
泳
（
100
メ
ー
ト
ル
自
由
形

他
）
代
表
選
手
の
伊
藤
俊
介
さ
ん
。

全
校
児
童
60
人
が
、
午
後
１
時
30
分
か
ら
、

お
よ
そ
１
時
間
半
、伊
藤
さ
ん
と
競
争
し
た
り
、

泳
ぎ
の
指
導
を
受
け
た
り
し
ま
し
た
。

実
際
に
伊
藤
さ
ん
と
競
争
し
た
６
年
生
は
、

「
速
い
。
50
メ
ー
ト
ル
を
13
秒
で
は
か
な
わ
な

い
」
と
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
泳
ぎ
を
目
の
当

た
り
に
し
て
、驚
き
の
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

終
わ
り
に
伊
藤
さ
ん
は
「
み
ん
な
泳
ぐ
の
が

上
手
。
こ
の
中
か
ら
、
未
来
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

水
泳
代
表
選
手
が
現
れ
る
事
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
」
と
児
童
に
声
を
か
け
て
い
ま
し
た
。

建立された句碑

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
が
児
童
に
泳
ぎ
指
導

プロの泳ぎに子どもたちはくぎ付け
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第
11
回
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
７
月
26
日
か
ら
29
日
の
４
日
間
、
千
年
の

森
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
や
ふ
れ
あ
い
グ
リ
ン
パ

ー
ク
芝
生
広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
村
の
少
年
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
Ｆ

Ｃ
昭
和
を
初
め
、全
国
か
ら
77
チ
ー
ム
が
参
加
。

選
手
や
大
会
関
係
者
ら
お
よ
そ
千
人
が
千
年
の

森
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
集
結
。

大
会
初
日
に
は
、
Ｆ
Ｃ
昭
和
の
子
ど
も
た
ち

が
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
ジ
ュ
ニ
ア
、
セ
レ
ッ
ソ

大
阪
Ｕ
―
11
と
親
善
試
合
を
行
い
ま
し
た
。

ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
同

実
行
委
員
会
が
１
９
９
７
年
よ
り
８
人
制
の
サ

ッ
カ
ー
大
会
と
し
て
開
催
。
小
学
校
低
学
年

（
３
・
４
年
生
）、
高
学
年
（
５
・
６
年
生
）
に

分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
が
競
わ
れ
ま
す
。

ボールを競り合う昭和FCとセレッソ大阪U11の子どもたち(親善試合)

賞状とカップを手にする澤浦さん（自社こんにゃく畑前にて）

毎
日
新
聞
社
な
ど
が
主
催
す
る
全
国
農
業
コ

ン
ク
ー
ル
が
７
月
24
日
、
栃
木
県
宇
都
宮
市
で

開
催
さ
れ
、
本
村
の
澤
浦
彰
治
さ
ん
（
赤
城
原

第
二
）
が
、
名
誉
賞
（
農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞
）

の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

澤
浦
さ
ん
は
、
グ
リ
ン
リ
ー
フ
、
野
菜
く
ら

ぶ
等
の
株
式
会
社
を
設
立
。
こ
ん
に
ゃ
く
の
生

産
か
ら
加
工
、
販
売
ま
で
の
一
貫
し
た
生
産
形

態
を
確
立
し
ま
し
た
。
ま
た
、
レ
タ
ス
や
ト
マ

ト
の
安
定
生
産
・
供
給
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
を
行
い
、こ
れ
ら
が
高
く
評
価
さ
れ
、

今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

受
賞
の
喜
び
を
澤
浦
さ
ん
は
「
こ
れ
ま
で
の

手
法
・
経
営
が
認
め
ら
れ
て
う
れ
し
い
。
こ
れ

か
ら
も
、
安
定
し
た
生
産
供
給
を
す
る
た
め
、

し
っ
か
り
と
し
た
経
営
を
し
て
い
き
た
い
」
と

語
っ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
名
誉
賞
を
受
賞
し
た
澤
浦
さ
ん

は
、
11
月
に
行
わ
れ
る
農
林
水
産
省
・
全
国
農

林
漁
業
振
興
会
が
主
催
す
る
農
林
水
産
祭
に
参

加
。
農
林
水
産
祭
で
は
、
天
皇
杯
、
内
閣
総
理

大
臣
賞
、
日
本
農
林
漁
業
振
興
会
長
賞
な
ど
が

競
わ
れ
ま
す
。

澤
浦
さ
ん
全
国
農
業
コ
ン
ク
ー
ル
で
名
誉
賞
を
受
賞

ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
８
in
昭
和
村
を
開
催

村
や
村
青
少
年
問
題
協
議
会

な
ど
が
主
催
す
る
青
少
年
健
全

育
成
大
会
が
７
月
17
日
、
村
公

民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
保
護
者

会
役
員
な
ど
、
お
よ
そ
150
人
が

参
加
。
ぐ
ん
ま
子
ど
も
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
活
動
委
員
会
小

此
木
正
信
氏
を
招
き
、「
ネ
ッ

ト
社
会
に
生
き
る
子
ど
も
た
ち

を
有
害
情
報
か
ら
守
る
」
と
題

し
た
講
話
を
実
施
。

小
此
木
氏
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
携
帯
電
話
の
利
用
に
つ
い

て
「
ま
ず
は
親
が
子
ど
も
の
利

用
実
態
を
知
る
事
が
大
切
」
と

参
加
者
に
呼
び
か
て
い
ま
し
た
。講師の小此木氏

夏
休
み
を
前
に
青
少
年

健
全
育
成
大
会
を
開
催

開会式には選手・関係者ら千人が集結



新婚さん、金婚を迎えたご
夫妻の登場者を募集していま
す。自薦・他薦は問いません。
皆さんどしどしご応募くださ
い。【問い合わせ】役場企画
課広報統計係1２４－５１１
１（内線３２）
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「
無
我
夢
中
で
働
い
た
、

あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
」と
、

50
年
を
振
り
返
る
の
は
堤
好

雄
さ
ん
、と
り
さ
ん
ご
夫
妻
。

こ
ん
に
ゃ
く
を
主
に
、
以
前

は
大
豆
の
生
産
や
養
蚕
な
ど

を
行
い
、
好
雄
さ
ん
は
冬
場

に
は
出
稼
ぎ
に
も
精
を
出
し

ま
し
た
。

現
在
は
息
子
さ
ん
に
農
業

を
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
。「
趣
味

を
楽
し
み
な
が
ら
毎
日
を
過

ご
し
て
い
る
」
そ
う
で
す
。

好
雄
さ
ん
の
趣
味
は
盆

栽
。「
以
前
か
ら
庭
木
が
好

き
で
、
知
人
に
誘
わ
れ
た
の

が
キ
ッ
カ
ケ
」
で
、
今
で
は

庭
に
所
せ
ま
し
と
並
べ
ら
れ

た
「
盆
栽
の
朝
晩
の
水
や
り

が
毎
日
の
日
課
」
に
。
他
に

も
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
や
釣
り
、

囲
碁
な
ど
多
彩
な
趣
味
を
満

喫
し
て
い
ま
す
。

「
花
が
好
き
で
、
花
を
育

て
た
り
、
見
た
り
す
る
の
が

趣
味
」
と
、
と
り
さ
ん
。
良

く
「
二
人
で
キ
ク
の
花
や
フ

ジ
の
花
を
見
に
で
か
け
る
」

そ
う
で
す
。

「
趣
味
は
健
康
の
バ
ロ
メ

ー
タ
ー
」
と
言
う
好
雄
さ
ん

は
、「
趣
味
を
持
つ
こ
と
で

毎
日
に
張
り
が
出
る
。
明
日

が
楽
し
く
な
っ
て
、
健
康
で

い
ら
れ
る
」
と
ニ
ッ
コ
リ
。

円
満
の
秘
訣
を
た
ず
ね
た

と
ろ
「
ケ
ン
カ
も
一
つ
の
道

具
。
ケ
ン
カ
し
た
り
仲
良
く

な
っ
た
り
、
お
互
い
信
頼
し

合
う
こ
と
が
大
切
」と
二
人
。

今
後
は
、「
趣
味
で
毎
日

が
楽
し
い
今
の
状
態
を
続
け

て
い
き
た
い
」
と
言
う
二
人

は
、
ニ
ッ
コ
リ
ほ
ほ
え
ん
で

い
ま
し
た
。

堤
つつみ

好
よし

雄
お

さん (76歳)
と　りさん (75歳)

・入沢

「
趣
味
は
健
康
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
」

（昭和33年６月２日入籍）

今
イチオシ
月 の 村

公
民
館
図
書
室
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
た
く
さ
ん
の
楽
し
い
本
が

皆
さ
ん
を
待
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

月
曜
日
〜
金
曜
日
　
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
６
時

公
民
館
図
書
室
利
用
時
間

クラスの中で “僕”は、
いわば教室の障害物のよ
うなものだった。このま
ま女の子と手を繋ぐこと
もなく、生涯を終えるの
だろう…と思っていたが、
とあるきっかけで日常が
がらりと変わることに。
圧倒的な叙情と奇想! 大

型新人が贈る傑作恋愛小
説集。

とある飛行士への追憶
犬村　小六　著

小学館

ハリーポッターと死の秘宝
J.K.ローリング 著／松岡 佑子 訳

静山社

ＤＩＶＥ!!
森　絵都　著
角川書店

蟹工船・党生活者
小林　多喜二　著

新潮社

百瀬、こっちを向いて。
中田　永一　著

祥伝社
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甥
　
っ
　
子

甥
っ
子
の
事
を
書
き
ま
す
ね
☆

も
う
す
ぐ
２
歳
に
な
る
ん
で
す
が

め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
か
わ
い
い
ん
で
す
よ
。

遙
斗
（
は
る
と
）
っ
て
名
前
な
ん
で
す
け
ど

「
は
る
ち
ゃ
ん
」
っ
て
呼
ん
で
い
ま
す
。

少
し
前
の
話
に
な
る
ん
で
す
が

父
親
が
車
好
き
の
は
る
ち
ゃ
ん
の
た
め
に

車
の
絵
の
パ
ジ
ャ
マ
を
買
っ
て
き
ま
し
た
。

最
初
は
「
ブ
ー
ブ
ー
☆
」
っ
て
喜
ん
で
い
た
ん
だ
け
ど

だ
ん
だ
ん
車
が
と
れ
な
い
の
に
怒
っ
ち
ゃ
っ
て
!!

ち
ょ
っ
と
絵
が
リ
ア
ル
す
ぎ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。

別
の
日
に
改
め
て
パ
ジ
ャ
マ
を
着
せ
ま
し
た
。

今
度
は
騒
が
ず
着
て
く
れ
て
大
喜
び
☆

で
も
汚
れ
た
か
ら
着
替
え
さ
せ
よ
う
と

パ
ジ
ャ
マ
を
脱
が
そ
う
と
す
る
と
…

今
度
は
脱
が
な
い
っ
て
大
泣
き
　

ん
〜
泣
い
て
い
る
姿
も
か
わ
い
い
な
ぁ
　

は
る
ち
ゃ
ん
！
早
く
私
の
事

あ
っ
ち
ゃ
ん
て
呼
ん
で
ね
。

◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇

次
回
の
登
場
者
は
、
原は
ら

澤さ
わ

由ゆ

貴き

さ
ん
（
23
歳
・
常
木
）
で
す
。

保育園から一緒の友達です。

元気でとっても明るい子。今は、菜の花館で働いて

います。

また遊ぼうね!！

牛舎のとなりにひまわり6,000本!!
（赤城原７月31日撮影）

金
かね

子
こ

淳
あつ

美
み

さん

(23歳・常木)

み
ち
草
ギ
ャ
ラ
リ
ー

み
ち
草
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ク
イ
ズ
景
品
に
つ
い
て

以
前
、
村
の
商
品
券
を
ク
イ

ズ
で
当
選
し
て
も
ら
っ
た
の

に
、
期
限
が
あ
る
と
知
ら
ず
に

ム
ダ
に
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

商
品
券
に
期
限
が
あ
る
な
ん

て
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
残
念

で
す
。

（
匿
名
）

■
お
手
紙
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
ご
指
摘
の
と
お
り
、
ク

イ
ズ
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
の
景
品

の
使
用
期
限
に
つ
い
て
、
当
選

通
知
に
明
記
し
て
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

そ
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
は
当

選
通
知
に
期
限
を
明
記
す
る
よ

う
改
善
し
ま
す
。

今
後
と
も「
広
報
し
ょ
う
わ
」

が
皆
さ
ん
に
よ
り
親
し
ま
れ
る

よ
う
、
お
気
づ
き
の
点
等
あ
り

ま
し
た
ら
、
企
画
課
広
報
統
計

係
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

広
報
統
計
係

高
校
生
が
楽
し
め
る
記
事
を

昭
和
村
に
は
高
校
が
な
い
か

ら
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
ち
ょ

う
ど
、
高
校
生
が
楽
し
む
面
が

な
く
て
つ
ま
ん
な
い
で
す
。

（
Ｋ
・
Ｔ
）

村
に
病
院
を

昭
和
村
に
も
病
院
が
で
き
る

良
い
で
す
ね
。

（
Ｈ
・
Ｓ
）

楽
し
く
読
ん
で
い
ま
す

い
つ
も
楽
し
く
読
ん
で
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
ね
。

（
Ｎ
・
Ｔ
）

みなさんからの
お便りを

お待ちしてます。
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ブルーベリー狩り楽しむ

ブルーベリーこんなにたくさんとれたよ!!

「昭和村食育の日」親子料理教室が７月６日、村保健

センターで開催されました。

この教室は、しょうわ子ども教室週末体験と「昭和村

食育の日」親子料理教室のコラボレーション企画。

親子でおにぎりやスクランブルエッグ、寒天を使った

オレンジのゼリーづくりに挑戦しました。講師は食生活

改善推進員４名。

調理の合間には、食育カルタを実施。子どもたちはカ

ルタを通じて食事について楽しく学びました。

参加した親子らは、できあがった料理を食べた後、「い

ろんな人と料理ができて楽しかった」、「ゼリーを家でも

作ってみたい」など、感想を話していました。

親子で「食」の大切さ学ぶ

カルタで楽しく勉強 親子で仲良くおにぎりづくり

第２保育園では７月16日、諏
訪正二さん（赤城原第二）のブ
ルーベリー園でブルーベリー狩
りを楽しみました。
これは、諏訪さんが「ブルー

ベリーを園児に楽しんでもらお
う」と園児を招待したもの。
園児たちは、夢中でブルーベ

リー狩りを楽しんでいました。

藤井タカ　（藤井）
100歳のお祝い

家族やお祝いに駆け付けた村長らに囲まれて(中央が藤井さん)

村では７月14日、100歳を迎えられた藤
井タカさんを祝い、加藤村長のほか、村議会
より治田議長、堤総務民生常任委員長、地元
関上民生児童委員が、恵寿の園を訪問しまし
た。
藤井さんは明治41年７月12日生まれ。今

年７月12日に100歳を迎えられました。
加藤村長が「藤井さん、どうぞこれからも

元気で長生きしてください」とお祝いを手渡
すと、藤井さんは「ありがとうございます」
とニッコリほほえんでいました。

ビックリ!!ユリのつぼみが百以上

見事なつぼみをつけたユリと加藤さん

加藤勘衛さん（中内出）の自宅の

庭では、ユリが見事な花を咲かせま

した。

ただ一つ、他のユリと違ったのは、

一株のユリからたくさんの花のつぼ

みがでてきたこと。加藤さんが「今

年はいつになく多いので数えてみる

か」と、つぼみの数をかぞえてびっ

くり、その数はなんと140。あまり

の多さに、紙で間仕切りしながら数

えたそうです。

加藤さんは「今年これだけ花が付

いたので、来年の開花が楽しみ」と

話していました。

さ
ん



地区対抗ゲートボール大会で熱戦
老人クラブ連合会（金井吉之助会長）主催のゲートボール大会

が７月16日、村総合運動公園多目的グランドで行われました。

地区対抗で競われた大会では、各地区から16チーム、105

人が参加。

照りつける太陽のもと、参加者は元気はつらつのプレーを

披露。それぞれ熱戦を繰り広げていました。

主な試合結果は次のとおり

優勝：森下Ａ、準優勝：川額Ｂ、第三位：赤城原Ａ・森下Ｂ
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晴れわたった空のもとハツラツプレー

七夕まつりで歌や踊りを披露

第１、第２、子育の村内３保育園では７
月４日、七夕まつりを実施しまいた。
第１保育園では、園児たちがこの日のた

めに練習してきた歌や踊りを、おじいちゃ
んおばあちゃんに披露。
園児のかわいらしい動きや歌声に来場者

は笑顔で見入っていました。
また、発表が終わると、来場者は園児と

一緒に歌ったり遊んだりして七夕まつりを
楽しみました。

すみれ組(３歳児)の男の子たちはバナナ天国を披露(第１保育園)

夕涼み会で夜店が大盛況
第１、子育の両保育園では７月25日、夕涼み会を開催。

園児たちはおみこしを担いだり、お父さんお母さんと一

緒に踊ったりして楽しみました。また、保育園や保護者

らが用意した夜店を楽しみました。

子育て保育園では、水鉄砲での景品落しが大人気。長

蛇の列となりました。

夕涼み会の終わりには、ナイアガラの花火で盛り上が

りました。

水鉄砲の景品落しを楽しむ親子（子育保育園）
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国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
で
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
に

該
当
す
る
方
が
入
院
さ
れ
る
場

合
、「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
」
の
申
請
を
し
て

い
た
だ
く
と
、
一
ヶ
月
当
た
り
の

自
己
負
担
限
度
額
が
減
額
に
な
り

ま
す
。

ま
た
、「
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」
は
、
７
月

31
日
で
期
限
切
れ
と
な
り
ま
す
。

現
在
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
」
を
お
持
ち
の

方
も
再
度
申
請
を
行
な
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ま
だ
申
請
し
て
い
な

い
人
は
、
忘
れ
ず
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

詳
し
く
は
、
保
健
福
祉
課
保
険

係
ま
で

「
法
の
日
記
念
」
と
し
て
、
一

斉
無
料
法
律
相
談
を
実
施
し
ま

す
。相

談
は
無
料
で
、
群
馬
県
弁
護

士
会
所
属
弁
護
士
が
相
談
に
お
応

え
し
ま
す
。

相
談
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
日
時

10
月
10
日
（
金
）
午
後

１
時
〜
午
後
４
時

■
場
所

昭
和
村
役
場
　
２
階
第

二
会
議
室

予
約
、
問
い
合
わ
せ
は
役
場
総

務
課
庶
務
係
　
内
線
13
・
14
ま
で

免
税
軽
油
を
ご
存
じ
で
す
か
。

ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
農
業
用
機
械

の
原
動
力
と
し
て
使
用
す
る
軽
油

の
軽
油
取
引
税
は
、
一
定
の
手
続

き
を
行
っ
た
場
合
に
限
り
、
免
税

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
免
税
軽
油

と
い
い
ま
す
。

８
月
１
日
よ
り
、
免
税
軽
油
制

度
の
運
用
方
法
が
変
か
わ
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、
新
し
い

免
税
軽
油
制
度
の
運
用
方
法
に
つ

て
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

９
月
８
日
（
月
）

午

後
１
時
30
分
〜

■
場
所

公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル

詳
し
く
は
、
産
業
課
農
政
係
ま

で
10
月
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
全
員
が
65
以
上
75
歳
未
満

の
世
帯
の
保
険
税
納
付
に
つ
い

て
、
世
帯
主
の
年
金
か
ら
の
天
引

き
（
特
別
徴
収
）
が
始
ま
り
ま
す

（
た
だ
し
、
世
帯
主
が
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
以
外
の
場
合
や
年

金
額
が
年
額
18
万
円
未
満
の
場

合
、
介
護
保
険
料
の
天
引
き
と
あ

わ
せ
た
額
が
年
金
額
の
２
分
の
１

を
超
え
る
場
合
は
、
天
引
き
は
実

施
さ
れ
ま
せ
ん
）。

対
象
と
な
る
人
に
は
７
月
中
に

特
別
徴
収
開
始
通
知
書
（
納
税
通

知
書
）
が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
保
険
税
を
滞

保
健
福
祉
課
　
内
線
27

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
の
申
請
を

10月５日（日）に行なわれる「第11回昭和の
秋まつり」で、料理アイデアコンテストを実施し
ます。あなたの得意なこんにゃく・野菜料理をぜ
ひご応募ください。
■募集期限 ９月５日（金）
■応募資格 どなたでも参加できます
■募集内容 ①こんにゃくをメインに使った料理
②村で採れた野菜３品以上をメインに使った料理
で、いずれもデザートを含み、ジャンルは問いま
せん。
■応募方法 専用の用紙に料理名・レシピ（材料
は4人分を目安)などを記入、役場企画課まで、ご
提出ください。
※専用の用紙は、役場企画課で配布しています
■審査方法 一次審査、書類審査により15点を選
定（昭和の秋まつりで料理を出展）
■その他 二次審査に進んだ方には９月10日前後
にご連絡いたします。
■問い合わせ 企画課地域振興係　内線30

昭和村交流事業実行委員会では、独身男女の出
会いを応援しています。
今回は、ゴルフを通じて交流。昭和の森ゴルフ

場で、ねらえ恋のチップイン!!
■開催日 10月11日（土）
■集合時間 午前８時
■場所 昭和の森ゴルフ場
■参加費 男性６,０００円、女性３,０００円
■ゴルフプレー方法 １８ホールペアマッチ
■応募資格 ２０歳以上で独身の男女（※ただし、
男性は村内在住者に限る）
■定員 男女各16人、合計32人　※応募者多数
の場合は抽選
■応募期限 ９月19日（金）
■申込方法 電話による申し込み、または申込書
を提出
■申し込み・問い合わせ 昭和村交流事業実行委
員会事務局（産業課内） 内線34

無
料
法
律
相
談
会
を実

施

総
務
課
　
内
線
13

国
民
健
康
保
険
税
の
年
金
か
ら

の
天
引
き
に
つ
い
て

税
務
課
　
内
線
19

農
業
に
使
用
す
る
免
税

軽
油
の
説
明
会
を
実
施

産
業
課
　
内
線
34

料理アイデアコンテストの参加者を募集 出会いふれあい交流会inしょうわ
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■もんだい
７月25日から８月２日にかけて、村
内各地で祭りが催され、おみこしが渡
御しました。
それでは問題です。今年は、大人み
こしと子どもみこし合わせて「○基」
のみこしが村内を渡御したでしょう
か？

s村に住んでいる人・勤めている人ならどなた
でも応募できます。s賞品＝正解者の中から抽選
で村商工会商品券500円分を差し上げます。s締
め切り＝９月１日(月)。s発表＝「広報しょう
わ」９月号。s答えは必ずハガキに書き、下記要
領で応募してください。

u７月号のクイズの答えは、「第２保育園」
でした。応募総数は１通。当選者は次のとお
りです(敬称略)。おめでとうございます。

こたえ
住所(行政区も)
氏名・年齢
TEL
投稿欄…広報でと
りあげてほしいこと
や気がついたことな
ど書いてください。

37 9 1 2 9 8切
手 昭

和
村
大
字
糸
井
三
八
八

昭
和
村
役
場

企
画
課

広
報
統
計
係

あ
と
は
米
と
ぎ
て
新
聞
読
む
だ
け

と
農
の
友
言
ふ
大
き
息
つ
き

今
井
　
恭
三
郎

庭
先
の
植
込
み
の
中
の
共
演
は

郭か
っ

公こ
う

鶯
う
ぐ
い
すホ

ト
ト
ギ
ス
ま
で

新
木
　
た
き

八
月
八
日
息
子
二
人
が
同
じ
日
に

婚
姻
届
を
と
苦
笑
す
る
友

阿
部
　
ト
シ
子

冷
た
き
手
握
り
て
幾
た
び
名
を
呼

び
し
日
の
甦
る
姪
の
一
回
忌

小
林
　
文
吉

遺
言
書
の
書
き
テ
レ
ビ
が
教
え
ゐ

れ
ば
妻
も
見
て
を
り
た
が
ひ
に
黙
し

新
木
　
武
治

無
き
用
事
見
つ
け
て
そ
そ
く
さ
と

出
掛
け
た
り
長
坂
バ
イ
パ
ス
開
通

と
聞
き

堤
　
あ
さ
江

消
去
法
に
今
日
の
予
定
を
消
し
て

ゆ
く
残
り
し
は
一
つ
手
紙
書
く
こ
と

角
田
　
静
恵

乗
り
過
ぎ
て
耳
が
聞
こ
え
ず
い
ろ

い
ろ
と
楽
し
き
は
ず
の
遊
園
地
去
る

唐
木
　
美
智
子

月
ま
で
に
通
う
時
代
と
な
り
し
世

に
人
と
人
と
の
心
通
は
ず

林
　
と
み
子

◆
◆
◆

広
報

文
芸
◆
◆
◆

短
　
歌

俳
　
句

宿
浴
衣
話
題
つ
き
ぬ
ク
ラ
ス
会

新
木
　
武
治

浴
衣
着
の
裾
乱
し
行
く
つ
む
じ
風

金
井
　
粂
子

山
吹
や
つ
づ
ら
折
り
な
る
道
に
映

え

小
林
　
仁
作

祭
の
夜
浴
衣
姿
の
二
人
づ
れ

藤
井
　
三
代
子

老
独
り
朝
の
新
茶
は
無
我
の
刻

須
藤
　
澄
子

子
育
て
は
遠
き
過
去
な
り
古
浴
衣

林
　
町
子

お
似
合
の
浴
衣
に
老
も
若
返
り

横
坂
　
庄
三

今
あ
る
を
拾
い
も
の
と
し
花
浴
衣

梅
沢
　
ま
つ

★生　方　綾　乃　 (９歳 ) 赤城原第一

応募規定

納
す
る
こ
と
な
く
納
め
て
い
る
人

に
つ
い
て
は
、
申
し
出
に
よ
り
口

座
振
替
で
の
納
付
が
可
能
で
す
。

口
座
振
替
で
の
納
付
を
希
望
す

る
場
合
は
、
役
場
税
務
課
に
印
鑑

（
認
め
印
）
を
お
持
ち
の
う
え
、

申
出
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
税
務
課
ま
で
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

訂
正
と
お
詫
び

広
報
し
ょ
う
わ
７
月
号
Ｐ
15
ペ
ー
ジ

掲
載
「
ク
イ
ズ
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
」
の

中
で
、
当
選
者
の
名
前
が
「
中
川
琢
磨
」

さ
ん
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
正
し
く

は
「
中
川
琢
麻
」
さ
ん
の
誤
り
で
し
た
。

訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

「
も
う
年
だ
か
ら
」
と
思
っ

て
身
の
回
り
の
こ
と
や
外
出
を

し
な
く
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

体
や
頭
を
使
わ
な
い
生
活
は
筋

力
や
意
欲
を
低
下
さ
せ
、
や
が

て
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
り
、

認
知
症
を
招
く
こ
と
に
つ
な
が

っ
た
り
し
ま
す
。

そ
こ
で
、「
ま
だ
ま
だ
元
気
」

と
思
っ
て
い
る
う
ち
か
ら
、
介

護
し
て
も
ら
わ
な
く
て
も
大
丈

夫
な
体
づ
く
り
や
、
介
護
が
必

要
な
人
で
も
こ
れ
以
上
悪
化
さ

せ
な
い
た
め
の
予
防
を
し
ま
し
ょ

う
（
介
護
予
防
と
言
い
ま
す
）。

介
護
予
防
の
た
め
に
は
定
期

的
に
自
分
の
状
態
を
知
る
こ
と

が
大
切
で
す
。「
外
出
や
家
事

が
が
お
っ
く
う
に
な
っ
た
」
、

「
歩
く
の
が
大
変
に
な
っ
た
」、

「
む
せ
や
す
く
な
っ
た
」
な
ど

思
い
当
た
る
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。来

月
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
介
護

予
防
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

元
気
な
う
ち
か
ら

介
護
予
防

地
域
地
域



技
術
を
学
ぶ
た
め
の
研
修
を
実
施

し
ま
す
。

▼
会
場

①
渋
川
市
会
場
　
９
月

６
日
（
土
）

群
馬
パ
ー
ス
福
祉

専
門
学
校
、
②
前
橋
市
会
場
　
９

月
13
日
（
土
）

県
立
高
齢
者
介

護
総
合
セ
ン
タ
ー

▼
時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後

４
時

▼
対
象

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
資
格

を
持
つ
就
業
希
望
者
ま
た
は
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
業
務
初
任
者

▼
定
員

各
会
場
40
人

▼
受
講
料

三
千
円

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
協
議
会
事
務
局

（
県
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉

グ
ル
ー
プ
）

1
０
２
７
―
２
５

５
―
６
０
３
１
　
5
０
２
７
―
２

５
５
―
６
４
４
４

「
が
ん
と
向
き
合
う
あ
な
た
は

一
人
じ
ゃ
な
い
」
と
題
し
、
が
ん

征
圧
月
間
記
念
講
演
会
を
開
催
。

▼
日
時

９
月
27
日
（
土
）

13
‥
00
〜
17
‥
00

▼
会
場

利
根
沼
田
文
化
会
館

▼
内
容

第
１
部：

が
ん
医
療
講

演
会
、
第
２
部：

特
別
講
演
会

「
ゴ
ー
ル
無
限
」

2 0

県
動
労
委
員
会
で
は
、
個
々
の

労
働
者
と
事
業
主
間
の
労
働
条
件

な
ど
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
（
個
別

的
労
使
紛
争
）
を
解
決
す
る
た
め

の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
費
用

は
無
料
で
す
。
労
使
間
の
ト
ラ
ブ

ル
で
お
困
り
の
方
は
ぜ
ひ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

県
内
に
あ
る
事
業
所

の
労
働
者
・
事
業
主

▼
対
象
事
案

解
雇
、
雇
止
め
、

配
置
転
換
、
出
向
、
懲
戒
処
分
な

ど
の
労
働
条
件
、
そ
の
他
労
働
問

題
に
関
す
る
紛
争

▼
申
請
方
法

所
定
の
申
請
用
紙

▼
相
談
・
問
い
合
わ
せ

県
労
働

委
員
会
事
務
局
　
1
０
２
７
―
２

２
６
―
２
７
８
３

危
険
物
の
取
り
扱
い
作
業
に
従

事
し
て
い
る
人
を
対
象
に
、
消
防

法
で
定
め
ら
れ
た
受
講
義
務
の
あ

る
保
安
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時

９
月
26
日
（
金
）

▼
場
所

利
根
沼
田
文
化
会
館

▼
対
象
者

危
険
物
取
扱
者
免
状

の
交
付
を
受
け
、
危
険
物
の
取
り

扱
い
作
業
に
従
事
し
て
い
る
人

で
、
①
平
成
18
年
３
月
31
日
ま
で

に
保
安
講
習
を
受
け
た
人
、
②
平

成
19
年
４
月
１
日
以
降
に
新
た
に

作
業
に
従
事
し
て
い
る
人

▼
受
講
手
数
料

４
　
７
０
０
円

（
群
馬
県
証
紙
）

▼
申
込
期
間

９
月
８
日
（
月
）

〜
９
月
18
日
（
木
）

▼
申
込
場
所

利
根
沼
田
広
域
中

央
消
防
署

▼
そ
の
他

申
込
時
に
危
険
物
取

扱
者
免
状
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ

利
根
沼
田
広
域

消
防
本
部
予
防
課
　
1
０
２
７

８
―
２
２
―
３
１
３
７

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
就
業
希
望
者

や
初
任
者
向
け
の
実
践
的
な
介
護

くらしの
情　報
広く村民の皆さんに呼びか
けたいことがありまし
たら、このページを
ご利用ください。

▼
お
知
ら
せ

個
人
労
働
者
と
事
業
主
間

の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
を
支
援

◆
県
労
働
委
員
会

▼
催
し
も
の

が
ん
征
圧
月
間
の

記
念
公
開
講
演
会
を
開
催

◆(

独)
国
立
病
院
機
構
沼
田
病
院

おまわりさんからのお知らせ

９月１１日は「警察相談の日」です

警察に関する困りごと、心配ごとなどがありまし

たら、ひとりで悩まず、警察安全相談室または、最

寄りの警察署、交番、駐在所に相談してください。

警察安全相談室（警察本部内に設置）

●短縮ダイヤル「＃９１１０」（プッシュホン回線）

または、1 ０２７－２２４－８０８０

5 ０２７－２２４－８８８８

その他の専門的な相談窓口

※いずれも市外局番は（０２７）

「犯罪被害者相談」 ２２１－７７７７

「性犯罪に関する相談」 ２２４－４３５６

「少年問題の相談」 ２５４－３７４１

「暴力団に関する相談」 ２２３－９３８６

「けん銃１１０番」 ２４３－１０７４

「環境犯罪１１０番」 ２４３－３８２４

危
険
物
取
扱
者

保
安
講
習
会
を
実
施

◆
利
根
沼
田
広
域
消
防
本
部

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
研
修
を
実
施

◆
県
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
協
議
会

，



そうだんがいど

家庭内や隣近所のもめごとなど
でお悩みの人は、ご相談ください。
村人権擁護委員が相談に応じます。
◆日時：９月８日（月）、午後１
時30分～４時、◆会場：役場会
議室

高血圧や糖尿病などでお悩みの
人は、ご相談ください。役場保健
師が相談を受けます。◆日時：８
月29日（金）、午後１時～４時、
◆場所：村保健センター1２４－
５１４２

「眠れない」、「イライラして落
ち着かない」など、心に悩みを持
つ人はご相談ください。専門家が
相談に応じます。◆日時：９月５
日（金）、午後１時30分～（事前
に電話予約を）、◆会場：沼田保
健福祉事務所1２３－２１８５

パートナーからの暴力やさまざ
まな悩みを持っている女性の相談
や支援を行います。◆日時：平日
午前９時～午後８時、土日祝日午
後１時～５時、◆相談専用電話1

０２７－２３１－４４８８

国民健康保険税３期、固定資産
税２期、村県民税３期、介護保険
料３期、保育料８月分、学校給食
費８月分は、９月１日（月）が納
期です。完納にご協力ください。

今・月・の・納・期

特設人権相談所

健康相談

こころの相談

女性相談センター

2 1

わが村の人口

人　口　7,808人　(－３)
男　　3,875人　(＋５)
女　　3,933人　(－８)

世帯数　2,280世帯(＋２)
※（ ）内は前月比

８月１日現在（住民基本台帳人口）

村の面積 64.17 平方キロメートル

▼
講
師

マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー

君
原
健
二
氏
（
福
岡
県
出
身
。
メ

キ
シ
コ
五
輪
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
、
ボ

ス
ト
ン
マ
ラ
ソ
ン
優
勝
。
マ
ラ
ソ

ン
王
国
ニ
ッ
ポ
ン
の
功
労
者
の
一

人
）

▼
問
い
合
わ
せ

沼
田
病
院
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
　
1
０
２
７
８
―

７
８
―
０
８
５
９

▼
日
時

９
月
13
日
〜
10
月
18
日

（
※
毎
週
土
曜
日
、
計
６
回
）
午

後
６
時
〜
９
時
　

▼
場
所

利
根
沼
田
県
民
局

▼
内
容

「
地
球
環
境
問
題
っ
て

何
」、「
世
界
の
中
の
日
本
、
日
本

の
中
の
利
根
沼
田
」
等
を
テ
ー
マ

に
講
義
、
意
見
交
流

▼
講
師

群
馬
大
学
工
学
部
長

宝
田
恭
之
教
授

▼
対
象

利
根
沼
田
地
域
に
在
住

ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
人
（
中
・

高
校
生
も
参
加
で
き
ま
す
）、
参

加
費
は
無
料

▼
定
員

先
着
50
人

▼
申
込
期
限

９
月
５
日
（
金
）

ま
で
に
、
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
申

し
込
み

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

利

根
教
育
事
務
所
　
1
０
２
７
８
―

２
３
―
０
１
６
５
　
5
０
２
７
８

―
２
３
―
０
１
８
０

自
然
環
境
・
生
活
環
境
の
保
全

活
動
や
調
査
研
究
を
支
援
す
る
た

め
、
第
12
回
「
群
馬
銀
行
環
境
財

団
賞
」
を
募
集
し
ま
す
。

▼
テ
ー
マ

①
地
球
環
境
や
生
態

系
を
守
る
た
め
の
身
近
な
実
践
活

動
・
研
究
・
提
案
な
ど
、
②
Ｃ
Ｏ

２

の
削
減
に
効
果
が
あ
る
身
近
な

工
夫
や
実
践
活
動
な
ど

▼
応
募
資
格

県
内
の
非
営
利
活

動
法
人
・
団
体
、
個
人
　
※
た
だ

し
、
小
中
高
等
学
校
等
は
除
く

▼
募
集
期
限

12
月
８
日
（
月
）

▼
応
募
方
法

応
募
用
紙
に
①
応

募
者
名
（
法
人
・
団
体
の
場
合
は

そ
の
名
称
）
お
よ
び
代
表
者
氏
名

（
法
人
・
団
体
の
場
合
）、
②
住
所

（
団
体
の
場
合
は
所
在
地
）、
③
テ

ー
マ
を
記
入
し
、
写
真
・
機
関

誌
・
研
究
報
告
な
ど
の
資
料
を
添

え
て
事
務
局
へ
提
出
　
※
応
募
用

紙
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
す

る
か
事
務
局
ま
で
連
絡

▼
問
い
合
わ
せ

〒
３
７
１
―
０

８
４
６
前
橋
市
元
総
社
町
171
―
１

財
団
法
人
群
馬
銀
行
環
境
財
団
事

務
局
　
1
０
２
７
―
２
５
５
―
６

１
６
０

７
月
届
出
分

う
ぶ
ご
え

池
　
原
　
吉よ

し

澤ざ
わ

琉る

生い

く
ん

さ
ん
の
子
６
月
25
日
生

大
河
原
　
山や

ま

田だ

蒼そ

空ら

く
ん

さ
ん
の
子
６
月
25
日
生

赤
　
谷
　

つ
の

田だ

日ひ

々び

翔き

く
ん

さ
ん
の
子
７
月
４
日
生

滝
久
保
　
金か

ね

子こ

楓ふ
う

花か

ち
ゃ
ん

さ
ん
の
子
７
月
４
日
生

常
　
木
　
新に

っ

田た

旭
あ
さ
ひ

く
ん

さ
ん
の
子
７
月
９
日
生

入
原
上
　
堤

つ
つ
み

稀ま

昊ひ
ろ

く
ん

さ
ん
の
子
７
月
13
日
生

□
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

■
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

お
く
や
み

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
、

届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

高
　
行

恵
　
美

啓
　
紀

妙
　
美

拓
　
弥

一
　
惠

剛
尚
　
美

健
　
治
綾

裕
　
史

裕
　
紀

生
　
越
　
林
　
　
　
司
さ
ん

88
歳
　
７
月
７
日
没

塚
本
イ
ソ
子
さ
ん

85
歳
　
７
月
16
日
没

鎌
　
沢
　
澤
浦
　
久
一
さ
ん

83
歳
　
７
月
17
日
没

森
下
上
　
金
井
　
　
美
さ
ん

86
歳
　
７
月
22
日
没

松
ノ
木
平

第
　
二

▼
募
　
集

ぐ
ん
ま
県
民
カ
レ
ッ
ジ
の

受
講
者
を
募
集

◆
利
根
教
育
事
務
所

「
群
馬
銀
行
環
境
財
団
賞
」

の
募
集
に
つ
い
て

◆(

財)

群
馬
銀
行
環
境
財
団




